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本
校
写
真
部
の
三
年
阿
部
マ
リ
ナ
さ
ん
、
山
崎
永
愛
さ
ん
、
山
崎
愛
花
さ
ん
の
三
名
が
宮
城
県
代
表
と
し
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
第

４４
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
八
月
に
四
国
の
高
知
県
で
行
わ
れ
、
２
０
２
０
こ
う
ち
総
文

と
し
て
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
高
知
県
で
の
開
催
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
新
し
い
形
の

全
国
総
文
祭
、WEB 

SOUBUN

と
し
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
写
真
部
が
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
す
る
の
は
三
年
連
続

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
総
文
祭
で
の
入
賞
経
験
は
過
去
に
無
い
た
め
、
今
年
度
は
全
国
総
文
祭
入
賞
を
目
指
し
作
品
作
り
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
見
事
、
山
崎
永
愛
さ
ん
の
「
覗
（
の
ぞ
）
く
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
受
賞
し
た
山
崎
永
愛
さ
ん
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
第
４３
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
２
０
１
９
さ
が
総
文
）
に
も
出
場
し
ま
し
た

が
、
昨
年
は
惜
し
く
も
入
賞
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
今
年
度
に
か
け
て
い
た
思
い
は
人
一
倍
強
く
「
受
賞
で
き
た
こ
と
が
素
直
に
う
れ

し
い
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
自
分
一
人
の
力
で
は
な
く
両
親
や
先
輩
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
な
ど
の
お
か
げ
な

の
で
、
関
わ
っ
て
く
れ
た
方
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
後
輩
達
に
は
十
一
月
に
来
年
の
第
４５
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

出
場
を
か
け
た
宮
城
県
高
校
写
真
展
が
行
わ
れ
る
た
め
、
一
年
生
中
心
の
新
チ
ー
ム
に
な
り
ま
す
が
四
年
連
続
の
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

WEB 
SOUBUN

は
十
月
三
十
一
日
ま
で
公
開
中
で
す
の
で
、
三
名
の
作
品
を
是
非
一
度
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

奨励賞 

「覗（のぞ）く」 

３年 山崎 永愛 

「繋ぐ」 

３年 阿部 マリナ 

「静寂」 

３年 山崎 愛花 
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七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
支
部
総
体
・

県
総
体
代
替
大
会
、
交
流
試
合
の
結
果
で
す
。 

形
は
変
わ
っ
て
も
三
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
集
大

成
。
短
い
練
習
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
競
技
で
生
徒
た
ち
は
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
。 

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
） 

一
回
戦
勝
利 

53
対
45
（
泉
松
陵
） 

 
 

二
回
戦
敗
退 

48
対
57
（
富
谷
） 

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
） 

一
回
戦
敗
退 

27
対
71
（
利
府
） 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
） 

団
体
戦 

<

迫
桜
Ａ> 

予
選
リ
ー
グ
二
位
， 

二
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

一
回
戦
敗
退 

 
 
 
 
 
 
<

迫
桜
Ｂ> 

予
選
リ
ー
グ
三
位 

 
 
 
 
 
 

三
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

一
回
戦
敗
退 

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

 

一
回
戦
勝
利 

９
対
３
（
宮
城
広
瀬
・
尚
絅
学
院
） 

 

二
回
戦
敗
退 

１
対
７
（
仙
台
） 

 

ベ
ス
ト
16 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
） 

 
 

 

二
勝 

 

２
対
１
（
築
館
）
２
対
０
（
岩
ヶ
崎
） 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女
子
） 

 

一
勝
一
敗 

０
対
２
（
築
館
）
２
対
０
（
岩
ヶ
崎
） 

◇
柔
道
部 

男
子
個
人
60kg

級 

千
葉
瑛
斗
く
ん 

ベ
ス
ト
16 

◇
剣
道
部 

 
 

県
内
各
校
三
年
生
の
み
参
加
。
参
加
し
た
選
手
を

赤
・
白
の
チ
ー
ム
に
分
け
、
団
体
戦
を
行
っ
た
。

本
校
参
加
選
手
は
、
男
子
が
伊
藤
翔
汰
く
ん
、 

 

女
子
が
宮
東
春
菜
さ
ん
。
春
菜
さ
ん
は
優
秀
選
手

賞
を
受
賞
し
た
。 

◇
野
球
部 

 

二
回
戦
敗
退
５
対
６
（
仙
台
工
業
） 

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
男
子
） 

【
学
校
対
抗
戦
】 

 
 
 

一
回
戦
勝
利 

３-

０
（
柴
田
農
） 

二
回
戦
勝
利 

２-

１
（
白
石
） 

 
 
 

三
回
戦
敗
退 

１-

２
（
聖
和
） 

【
個
人
対
抗
戦
（
シ
ン
グ
ル
ス
）
】 

千
葉
慎
之
介
く
ん 

三
回
戦
敗
退 

 

髙
橋
将
く
ん 

 
 

三
回
戦
敗
退 

 

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
女
子
） 

 
 

【
学
校
対
抗
戦
】 

 
 
 

一
回
戦
勝
利 

２-

１
（
富
谷
） 

二
回
戦
勝
利 

３-

０
（
仙
台
大
明
成
） 

 
 
 

三
回
戦
敗
退 

１-

２
（
尚
絅
学
院
） 

【
個
人
対
抗
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）
】 

遊
佐
朱
音
さ
ん
・
菅
原
由
衣
さ
ん 

二
回
戦
敗
退 

加
藤
愛
望
さ
ん
・
佐
竹
未
来
さ
ん 

 
 
 
 

四
回
戦
敗
退 

ベ
ス
ト
８ 

◇
ホ
ッ
ケ
ー
部 

 
 

東
北
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
戦
参
加 

 
 
 

一
回
戦
敗
退 

０-

11
（
沼
宮
内
高
校
） 

◇
水
泳
部 

 

菅
原
怜
央
く
ん 

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
、
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
出
場 

鈴
木
淳
司
く
ん 

50
ｍ
自
由
形
出
場
、
100
ｍ
自
由
形
出
場 

阿
部
凜
太
く
ん 

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
出
場
、
100
ｍ
自
由
形
出
場 

千
葉
由
希
乃
さ
ん  

50
ｍ
自
由
形
出
場 

支
部
総
体
・
県
総
体
代
替
大
会
結
果 

八
月
五
日
（
水
）
に
若
柳
小
学
校
の
六
年
生
に
対
し
、
本
校
で
繁
殖
さ
せ

た
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
を
十
匹
贈
呈
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
飼
育
講
習
を
行
い

ま
し
た
。
六
日
（
木
）
は
同
校
一
年
生
に
対
し
、
本
校
で
の
動
物
ふ
れ
あ
い

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
体
験
を
担
当
し
た
小
針
洋
助
実
習
助
手
は

「
遠
出
の
し
づ
ら
い
状
況
下
で
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
な

に
よ
り
で
し
た
。
そ
れ
も
、
理
工
部
の
生
徒
が
事
前
に
準
備
し
、
当
日
も
子

供
た
ち
に
対
し
て
真
摯
に
対
応
し
た
結
果
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
た
ち
は
終
始
興
奮
気
味
で
、
暑
さ
を
吹

き
飛
ば
す
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。 

１日（木）後期始業式・衣替え 

２日（金）秋の交通安全指導（～6日） 

 ３日（土）２年次看護模試① 

 ７日（水）生徒会各種委員会反省会 

１０日（土）1年次実力診断模試② 

      ３年次進学模試③ 

      ３年次看護模試④ 

１７日（土）１･２年次公務員模試① 

２１日（水）３年次小論文模試③ 

２３日（金）・24日（土）迫桜祭（校内） 

２５日（日）2級土木施工管理技士（後期） 

２６日（月）振替休業日（迫桜祭） 

30日（金）バイク通学許可式 

31日（土）３年次進学・看護模試⑤ 

      １･２年次進学模試② 

      2年次SPI･作文模試②，数学検定② 


